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(57)【要約】
　吸収性製品は、（ｉ）パッケージと、（ｉｉ）該パッ
ケージに収容される複数の吸収性物品と、を備える。パ
ッケージは、第１のパネル及び該第１のパネルに対向す
る第２のパネルを備える。パッケージは、第１のパネル
に第１の窓エリアを備える。吸収性物品は、それぞれ、
身体に面する面と、該身体に面する面に対向する外面と
、を有する。吸収性物品は、それぞれ、前部と、該前部
に対向する後部と、を有する。吸収性物品は、それぞれ
、トップシートと、バックシートと、該トップシート及
び該バックシートの間に配置される吸収性コアと、後部
の外面に固定される使い捨てテープと、を備える。吸収
性物品は、それぞれ、前部及び後部に図形を備える。前
部は第１のパネルに面し、後部は第２のパネルに面する
。前部の図形は第１の窓エリアを通して見える。使い捨
てテープは後部に位置付けられるので、使い捨てテープ
は第２のパネルに面する。使い捨てテープは、第１のパ
ネルに背を向けていて、紫外線から保護され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）第１のパネル及び該第１のパネルに対向する第２のパネルを備えるパッケージで
あって、前記第１のパネルに第１の窓エリアを備えるパッケージと、
　（ｉｉ）並べられて前記パッケージに収容される複数の吸収性物品と、を備え、
　前記吸収性物品が、それぞれ、身体に面する面と、該身体に面する面に対向する外面と
、を有し、
　前記吸収性物品が、それぞれ、前部と、該前部に対向する後部と、を有し、
　前記吸収性物品が、それぞれ、液体透過性トップシートと、液体不透過性バックシート
と、該トップシート及び該バックシートの間に配置される吸収性コアと、前記後部の外面
に固定される使い捨てテープと、を備え、
　前記吸収性物品が、それぞれ、前記前部及び前記後部に図形を備え、
　前記前部が前記第１のパネルに面し、前記後部が前記第２のパネルに面し、
　前記前部の図形が前記第１の窓エリアを通して見え、
　前記前部の図形が、外から見たとき、前記後部の図形よりも見える、吸収性製品。
【請求項２】
　前記前部の図形的特徴が前記後部の図形的特徴より感知可能である、請求項１に記載の
吸収性製品。
【請求項３】
　前記図形的特徴が前記図形の主要素又は前記図形のデザイン要素である、請求項２に記
載の吸収性製品。
【請求項４】
　前記第２のパネルが第２の窓エリアを備える、請求項１に記載の吸収性製品。
【請求項５】
　前記第１の窓エリアが前記第２の窓エリアよりも大きい、請求項４に記載の吸収性製品
。
【請求項６】
　前記第１の窓エリアが前記第２の窓エリアよりも高い光透過率を呈する、請求項４に記
載の吸収性製品。
【請求項７】
　前記第２のパネルが窓エリアを備えておらず、前記後部の図形が実質的に見えない、請
求項１に記載の吸収性製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パッケージと、パッケージに収容される複数の吸収性物品と、を備える吸収
性製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　使い捨て吸収性物品は、通常、着用者の股部に着用される装置である。吸収性物品とし
ては、おむつ、トレーニングパンツ、生理用ナプキン、パンティライナー、失禁パッド、
吸汗脇パッド、看護用パッド、人排泄物処理装置などが挙げられる。それらのうち、例え
ばおむつ及びトレーニングパッドは、尿及び糞便のような排泄物を収容し、これらの物を
着用者の身体及び周囲の物から隔離するために着用される。現在、排泄物を回収するため
に多様な使い捨て吸収性物品が使われている。
【０００３】
　近年、透明又は半透明の窓付きのパッケージを備える吸収性製品が消費者に好まれてい
ることが認識されてきたが、それは、そのような窓がパッケージ内に収容される吸収性物
品を実際に見せるので、その窓を通して吸収性物品に関する情報を消費者が直接に得るこ
とができるからである。これは、消費者の注意を引き付ける美的外観（例えば、上に印刷
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された図形）を有する近年の使い捨て吸収性物品にとって重要であり得る。
【０００４】
　当該技術分野において周知のように、多くの場合、図形はおむつのバックシートに提供
され、パッケージの窓を通して図形が見える。そのようなパッケージバッグは、市場だけ
でなく家庭でも、消費者を惹き付けるのに便利である。
【０００５】
　パッケージに透明又は半透明の窓を提供することによって、パッケージ内に収容される
吸収性物品に深刻な問題が生じ得ることがわかった。例えば、透明又は半透明の窓を有す
るパッケージ内のおむつは、その窓を通して入る紫外線の影響を受ける場合がある。
【０００６】
　一部のおむつは、外面に使い捨てテープが提供されている。使用後、おむつは、排泄物
を内側に封じ込めることができる。使用者が汚れたおむつを廃棄するとき、使用者はその
おむつを巻き、その巻かれたおむつの形態を使い捨てテープで固定することができる。し
かし、使い捨てテープに使用されている使い捨てテープ接着剤は、紫外線に弱い傾向があ
る。例えば、紫外線を受けると、使い捨てテープ接着剤は変色又は硬化する場合がある。
変色（又は黄変）は、パッケージの窓を通しておむつが見えるときに気付かれる得るもの
である。また、変色は、パッケージからおむつを取り出した後にも気付かれ得る。硬化は
、使用者が実際におむつを取り扱うときに感知され得るものであり、使い捨てテープがそ
の接着能力を損失する原因となり得る。更に、一部の小売店では、日よけが提供されない
店舗の外に商品陳列棚が作られることがある。窓付きのパッケージが日光に曝されるとき
、紫外線透過率を呈する窓に使い捨てテープが面していると、使い捨てテープ接着剤が劣
化する可能性がある。その結果、おむつの外観及び品質が傷つく可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、消費者の興味をそそるためにおむつの図形を見せる一方で、おむつに取り
付けられている使い捨てテープの劣化を防ぐパッケージが必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、（ｉ）パッケージと、（ｉｉ）パッケージに収容される複数の吸収性物品と
、を備える吸収性製品に関する。パッケージは、第１のパネル及び第１のパネルに対向す
る第２のパネルを備える。パッケージは、第１のパネルに第１の窓エリアを備える。吸収
性物品は、それぞれ、身体に面する面と、身体に面する面に対向する外面と、を有する。
吸収性物品は、それぞれ、前部と、前部に対向する後部と、を有する。吸収性物品は、そ
れぞれ、トップシートと、バックシートと、トップシート及びバックシートの間に配置さ
れる吸収性コアと、後部の外面に固定される使い捨てテープと、を備える。吸収性物品は
、それぞれ、前部及び後部に図形を備える。前部は第１のパネルに面し、後部は第２のパ
ネルに面する。前部の図形は第１の窓エリアを通して見える。使い捨てテープは、後部に
位置付けられ、第２のパネルに面する。使い捨てテープは、第１のパネルに背を向けてお
り、第１のパネルを消費者に面してパッケージが置かれる場合に、使い捨てテープは紫外
線から保護され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図形を備える吸収性物品の透視正面図。
【図２】図１の吸収性物品の透視背面図。
【図３】サイドシームが外された図１及び２の使い捨て吸収性物品の拡大図。
【図４】図２の使い捨てテープの線４－４’沿いの断面図。
【図５】パッケージに収容された吸収性物品を備える吸収性製品の透視図。
【図６】第２のパネルから見た図５の吸収性製品の側面図。
【図７】第２のパネルから見た図５の吸収性製品の側面図の別の実施形態。
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【図８】第２のパネルから見た図５の吸収性製品の側面図の更に別の実施形態。
【図９】第２のパネルのシール線を示す、吸収性製品の部分透視図の実施形態。
【図１０】第１のパネルから見た吸収性製品の側面図の実施形態。
【図１１】内部に複数の吸収性物品を備える吸収性製品の陳列の実施形態。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書において、「備える」及び「含む」とは、最終結果に影響しない他の要素及び
／又は他の工程を加えることができることを意味する。これらの用語のそれぞれは、「か
らなる」及び「から本質的になる」という用語を包含する。
【００１１】
　「吸収性物品」とは、排泄物を吸収及び収容する物品を指し、おむつ、トレーニングパ
ンツ、生理用ナプキン、パンティライナー、失禁パッド、吸汗脇パッド、看護用パッド、
大人用おむつ、人排泄物処理装置などを含むことを意図する。
【００１２】
　「使い捨て」とは、一回使用した後に廃棄する、堆肥化する、ないしは環境に適合した
方式で処分することを意図する物品を指す。
【００１３】
　「おむつ」とは、一般に幼児及び失禁症状のある人によって、着用者の下腹部周囲に着
用される衣類を指し、身体からの排泄物（例えば尿、糞便）を吸収及び収容することを意
図するものである。おむつは、例えば、プルオン式おむつ及びテープ式おむつを含む。プ
ルオン式おむつとは、画定されたウェスト開口部と一対の脚部開口部とを有し、脚部開口
部の中に脚を挿入してウェスト上まで該物品を引っ張り上げることによって着用者の身体
上へと引っ張られるおむつのことをいう。テープ式おむつとは、一般的に、締着装置によ
って開放可能及び／又は再締着可能に連結される前側及び後側腰部区域を含むおむつを指
す。
【００１４】
　「接合される」とは、ある要素を別の要素に直接的に取り付けることによって、前記要
素を別の要素に直接的に固定する構成、前記要素を中間部材（１つ又は複数）に取り付け
、次いで、その中間部材を別の要素に取り付けることによって、前記要素を別の要素に間
接的に固定する構成、及びある要素が別の要素と一体になっている構成、すなわち、ある
要素が本質的には別の要素の一部になっている構成を包含する。
【００１５】
　「身体に面する面」とは、着用者の身体に向く吸収性物品及び／又はそれらの構成要素
部材の表面を指す。「外面」とは、吸収性物品が着用されたときに、着用者から離れて向
く吸収性物品及び／又はそれらの構成要素部材の反対側の表面を指す。
【００１６】
　吸収性物品、並びに液体透過性トップシートと、液体不透過性バックシートと、トップ
シート及びバックシートの間に配置される吸収性コアと、を含む該吸収性物品の構成要素
、並びにそれらの構成要素部材の個々の層はいずれも、身体に面する面と外面とを有する
。
【００１７】
　本発明において、「吸収性製品」は、パッケージと、パッケージに収容される複数の使
い捨て吸収性物品と、を備える。
【００１８】
　図１、２、及び３は、パッケージに収容される使い捨て吸収性物品の代表的な使い捨て
プルオン式おむつを図示する。おむつ２０は、液体透過性トップシート２２と、トップシ
ート２２に取り付けられた液体不透過性バックシート２４と、トップシート２２及びバッ
クシート２４の間に配置される吸収性コア２６と、を備える。おむつ２０は、身体に面す
る面４２、及び身体に面する面４２と対向する外面４４を有する。おむつ２０は、おむつ
２０の身体に面する面４２に設けられたレッグカフ３２を備える。
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【００１９】
　図３を参照すると、おむつ２０は、長手方向Ｌ及び横断方向Ｔに延びる。「長手方向」
とは、おむつ２０を着用したときに直立した着用者を右半身と左半身とに分ける縦の面と
ほぼ整合する（およそ平行な）おむつ２０の平面における線、軸、又は方向を指す。「横
断方向」又は「横方向」は互換可能であり、長手方向にほぼ垂直なおむつ２０の平面内の
線、軸、又は方向を指す。おむつ２０は、一対の長手方向の側縁部４７及び一対の横断方
向の末端縁部４８を備える。おむつ２０は、一対の腰部区域５０と、前部５２と、後部５
４と、前部５２及び後部５４を接続する一対の弾性側部領域５８と、を備える。
【００２０】
　トップシート２２は、順応性で、柔らかな感触であり、着用者の皮膚に対して非刺激性
であってよい。トップシート２２は、液体透過性又は浸透性であり、その厚さを排泄物が
容易に貫通できるものである。液体透過性トップシート２２は、織布材料及び不織布材料
（例えば、繊維の不織布ウェブ）；孔あき成形熱可塑性フィルム、孔あきプラスチックフ
ィルム、及びハイドロフォーミングされた熱可塑性フィルム等の高分子材料；多孔質発泡
体；網状発泡体；網状熱可塑性フィルム；並びに熱可塑性スクリム等の広範囲の材料から
製造されてよい。トップシート２２が不織布ウェブを含むとき、同ウェブは、多数の既知
の技術によって製造されてよい。例えば、ウェブは、スパンボンドされるか、毛羽立てら
れるか、湿式載置されるか、メルトブローンされるか、水流交絡されるか、上記の組み合
わせなどを施されてもよい。トップシート２２の身体に面する面は、界面活性剤で処理す
ることによって親水性にされてよい。トップシート２２の外面は、吸収性コア２６に付着
されてよい。
【００２１】
　バックシート２４は、排泄物に対して不透過性であってよく、薄いプラスチックフィル
ムから製造されてよく、また他の可撓性の液体不透過性材料を用いることもできる。バッ
クシート２４は、吸収性コア２６に吸収及び収容された排泄物が吸収性物品２０から漏出
するのを防ぐ。それ故、バックシート２４は、織布材料若しくは不織布材料、ポリエチレ
ン若しくはポリプロピレンの熱可塑性フィルムなどの高分子フィルム、又はフィルムコー
ティングされた不織布材料などの複合材料を含んでもよい。バックシート２４は、単層材
料又は複層材料を含むことができる。１つの実施形態において、バックシート２４は単層
のポリエチレンフィルムであってよい。バックシート２４は、蒸気を吸収性コアから逃が
す（「通気可能なバックシート」と呼ばれる）一方で、排泄物がバックシート２４を通過
することは防止する微小多孔性構造を有することができる。
【００２２】
　バックシート２４は、不織布２５によって更に覆われてよい。図１及び２の実施形態に
おいて、不織布２５は、バックシート２４の外面を覆う。不織布２５は、おむつ２０の感
触を柔らかくすることができる。不織布２５は、全体にルースな質感であり、不織布２５
によって覆われた物体はぼやけて見える。
【００２３】
　吸収性コア２６は、身体からの排泄物を受け入れ、吸収し、及び／又は保持することが
できる。吸収性コア２６は、圧縮性及び適合性があり、装着者の皮膚に対して刺激がない
ものであり得る。吸収性コア２６は、一対の長手方向の側縁部７２と、一対の横断方向の
末端縁部７４とを有する。吸収性コア５０は、単層材料又は複層材料によって形成するこ
とができる。吸収性コア２６は、一般にエアフェルトと呼ばれる粉砕木材パルプなど、当
該技術分野において既知の多様な液体吸収材料のいずれを含んでもよい。吸収性コア２６
は、マルチボンド（multi-bonded）エアレイド不織布材料を含んでもよい。吸収性コア２
６は、多種多様の寸法及び形で製造されてもよい。したがって、吸収性コア２６は、その
平面図において、いかなる形を取ることもできる。吸収性コア２６の形は、楕円形、矩形
、砂時計の形、円形、正方形、及び他の任意の形を含んでよい。図３の実施形態において
、コア２６は矩形である。
【００２４】
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　図１、２、及び３を参照すると、おむつ２０は、一対の弾性ウェストバンド６４を腰部
区域５０に備える。弾性ウェストバンド６４は、吸収性コア２６の横断方向の末端部７４
の長手方向の外側に設けられる。弾性ウェストバンド６４は、腰部区域５０に弾性をもた
らす。
【００２５】
　図１、２、及び３を参照すると、おむつ２０は、排泄物のより良い収容をもたらすため
の一対のレッグカフ３２を更に備える。各レッグカフ３２は、おむつ２０の身体に面する
面４２での脚部における排泄物の漏れを阻止又は低減するために、いくつかの異なる実施
形態を含むことができる。レッグカフ３２は、ほぼ長手方向Ｌに延びて弾性ウェストバン
ド６４と重なり合うことにより、おむつ２０からの排泄物の漏れを阻止又は低減する。図
３の実施形態において、レッグカフ３２は、トップシート２２に固定される。追加的に、
又は別の方法として、レッグカフ３２は、バックシート２４及び／又は不織布２５に固定
されてもよい。レッグカフ３２の材料は、忌避性不織布であってよい。レッグカフ３２は
、通気可能及び液体不透過性であってよい。
【００２６】
　おむつ２０は、外から見える図形４０を備える。図形４０は、おむつ２０の腰部区域５
０、前部５２、後部５４、及び／又は側部領域５８に設けられてよい。消費者の注意を引
くために、図形４０は、前部５２及び後部５４に設けられてよい。図形４０は、前部５２
から後部５４にかけて連続図形として延びてもよい。図１を参照すると、おむつ２０は、
前部５２の外面に印刷された複数の水玉模様の図形４０を備える。また図２を参照すると
、おむつ２０は、後部５４の外面に印刷された図形４０を備え、該図形４０は図１の前部
５２から延びている。「図形」という用語は、画像、デザイン、模様、記号、しるし、又
は類似のものを指すことができるが、これらに限定されない。図形としては、例えば、動
物（例えば犬、猫、熊、リス、トラ、ライオン、鼠、狐など）、鳥（例えばツバメ、スズ
メ、鷲、アヒル、鷹、白鳥など）、人間、花のような植物（例えばタンポポ、バラ、チュ
ーリップ、桜の花、ヒマワリ、カーネーションなど）、木及び葉、星、月、漫画のキャラ
クター、玩具（例えば人形、バット、ボール、ラケットなど）、電気機器（例えば携帯電
話、コンピュータなど）、飾り（例えばフリル、リボン、ボタン、ベルト、ネクタイ、野
球帽、帽子など）、衣類のような模様（例えばデニム、縁どり、ストライプ、チェック、
水玉模様など）、雪だるまのような季節の物又は品、風景などが挙げられる。図形４０は
、バックシート２４の一部又はバックシート２４の実質的に全面に印刷されてよい。図形
４０は、バックシート２４の身体に面する面に印刷されてもよい。図１の実施形態におい
て、図形４０は、バックシートフィルムに印刷され、バックシートフィルムは不織布２５
で更に覆われている。したがって、図形４０は不織布２５で覆われるとぼやけて見え、そ
のような図形４０を含むおむつ２０は、高級感があり洗練された外観である。図形４０は
、不織布２５に印刷されてもよい。図形４０は、バックシート２４又は不織布２５以外の
別の材料に印刷されてもよく（例えば、高分子フィルム、紙シートなど）、印刷された材
料が、バックシート２４又は不織布２５に接合されてよい。図形は、グラビア印刷、フレ
キソ印刷、オフセット印刷、インクジェット印刷などを含む当該技術分野で既知のいかな
る従来の印刷方法又は技術によっても印刷することができるが、これらに限定されない。
【００２７】
　図２を参照すると、吸収性物品２０は、おむつ２０の後部５４の外面４４に固定される
使い捨てテープ６７を含む。図４は、図２の吸収性物品の線４－４’沿いの部分断面図で
ある。この断面図は、使い捨てテープ６７の構造を図示する。使い捨てテープ６７は、排
泄物を収容する汚れたおむつを廃棄するために固定するのに使用される。使い捨てテープ
６７は、吸収性物品２０の前部５２又は後部５４に固定されてよい。図２の実施形態にお
いて、プルオン式おむつ２０は、おむつ２０の後部５４の外面４４に固定された使い捨て
テープ６７を含む。使い捨てテープ６７は、排泄物を収容する使用済みおむつを締結する
ために使われ、したがって、汚れたおむつは折り畳まれて排泄物を包む。使い捨てテープ
６７は、使い捨てテープ接着剤７０を含む。
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【００２８】
　図４を参照すると、使い捨てテープ６７は、第１のセクション６７Ａ、第２のセクショ
ン６７Ｂ、及び第３のセクション６７Ｃを含む。第１のセクション６７Ａは、使い捨てテ
ープ接着剤７０によって不織布２５に固定され、第１の接着部７６で使い捨てテープ接着
剤７０によって第２のセクション６７Ｂに固定される。第２のセクション６７Ｂは、使い
捨てテープ接着剤７０によって第２の接着部７７で第３のセクション６７Ｃに固定される
。第１のセクション６７Ａは、第２のセクション６７Ｂに面する面に剥離剤７５を有する
ことができる。第２のセクション６７Ｂも、第３のセクション６７Ｃに面する面に剥離剤
７５を有することができる。例えば、好適な剥離剤７５は、シリコンのコーティング又は
ポリエチレン製の剥離ライナーであることができる。全体として、使い捨てテープ６７Ａ
、６７Ｂ、及び６７Ｃの３つのセクションは、不織布２５の外面にＺ型の折り畳みを構成
する。
【００２９】
　第３のセクション６７Ｃは、第２の接着部７７の反対側の端部に使い捨てテープタブ６
８を含む。使用者は使い捨てテープタブ６８引いて、廃棄するために使い捨てテープ６７
の折り畳みを解除することができる。使い捨てテープタブ６８が引かれると、第１のセク
ション６７Ａは、部分的に第２のセクション６７Ｂから外れる。同様に、第２のセクショ
ン６７Ｂは、第３のセクション６７Ｃから部分的に外れる。にもかかわらず、３つのセク
ション６７Ａ、６７Ｂ、及び６７Ｃは、第１の接着部７６及び第２の接着部７７で、使い
捨てテープ接着剤７０によって互いに部分的に固定されている。したがって、使い捨てテ
ープタブ６８が引かれたとき、３つのセクション６７Ａ、６７Ｂ、及び６７Ｃは、汚れた
おむつを巻くことができる長い使い捨てテープを構成する。汚れたおむつは排泄物を内側
に隠すために巻かれ、この巻かれた状態のおむつが使い捨てテープ６７で固定される。図
２及び４に図示した使い捨てテープ６７に使用される材料は、ポリプロピレンフィルムで
ある。
【００３０】
　使い捨てテープ接着剤７０は、使い捨てテープ６７をおむつ２０に固定するために使う
ことができる。使い捨てテープ６７は、おむつ２０が着用されているときに容易に外れな
いように不織布２５に固定することができる。使い捨てテープ接着剤７０は、第１のセク
ション６７Ａと第２のセクション６７Ｂ、又は第２のセクション６７Ｂと第３のセクショ
ン６７Ｃのように、おむつ２０が着用されているときに容易に外れないようにするために
使い捨てテープ６７の２つの部分を付着させるためにも使ってよい。使い捨てテープ接着
剤７０の接着能力は、使い捨てテープタブ６８が引かれたときに不織布２５に使い捨てテ
ープ６７を固定して維持するのに十分な強さであってよい。不織布２５は比較的粗い表面
を有するので、使い捨てテープ接着剤７０は、使い捨てテープ６７を不織布２５にしっか
りと固定するために約２０ｇ／ｍ２以上の坪量を有することができる。使い捨てテープ接
着剤７０の接着能力は、使い捨てテープタブ６８が引かれたときに、第１の接着部７６で
第１のセクション６７Ａを第２のセクション６７Ｂに固定して維持し、第２の接着部７７
で第２のセクション６７Ｂを第３のセクション６７Ｃに固定して維持するために十分な強
さであってよい。使い捨てテープ接着剤７０の坪量は、約２５ｇ／ｍ２以上であることが
できる。使い捨てテープ接着剤７０の坪量は、約１５０ｇ／ｍ２以下であることができる
。
【００３１】
　使い捨てテープ６７に用いられる材料としては、ポリプロピレンフィルム、ポリエチレ
ンフィルム、共押出成型ポリエチレン及びエチレンビニルアセテートフィルムなどの高分
子フィルムが挙げられるが、これらに限定されない。使い捨てテープの材料は、生分解性
、再生利用可能、非生分解性、又は非再生利用可能な材料であってよい。図２及び４の実
施形態において、使い捨てテープはポリプロピレンである。
【００３２】
　使い捨てテープ接着剤は、感圧性接着剤、非感圧性接着剤、ホットメルト接着剤などか
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ら選択されてよい。ＳＩＳ（スチレンイソプレンスチレンブロックコポリマー）、ＳＢＳ
（スチレンブタジエンスチレンブロックコポリマー）、ポリオレフィンなど、当該技術分
野において既知の任意の接着材料を使い捨てテープ接着剤に用いることができる。例えば
、接着剤として用いてよいのは、フィンドレー（Findley）Ｈ２４０１（ＳＩＳポリマー
）、フィンドレー（Findley）Ｈ２８６１（ＳＩＳポリマー）、フラー（Fuller）３１６
６（ポリオレフィン）、及びＮＳＣ　５１９（ＳＢＳポリマー）である。図５は、パッケ
ージと、その中の複数の使い捨て吸収性物品と、を備える吸収性製品の透視図を図示する
。パッケージ１００は、当該分野で既知の任意の形でよい。図５の実施形態において、パ
ッケージ１００は、多面体容器を画定又は形成する多面形を有する。パッケージ１００は
平行６面体を有し、前パネル１１と、前パネル１１に対向する後パネル１２と、左サイド
パネル１３と、左サイドパネル１３に対向する右サイドパネル１４と、前パネル１１と後
パネル１２と左サイドパネル１３及び右サイドパネル１４とを接続する頂部パネル１５と
、頂部パネル１５に対向する底パネル１６と、を含む。
【００３３】
　複数の吸収性物品２０を収容するパッケージ１００は、カートン、並びに／又はパウチ
及び袋のような可撓性パッケージとして構築されたものを含んでよい。パッケージ１００
は、任意の好適な材料で形成されてよく、当該技術分野で既知の任意の構造を取ることが
できる。パッケージを構築するために使用される材料としては、ポリプロピレンフィルム
、ポリエチレンフィルム、共押出成型ポリエチレン及びエチレンビニルアセテートフィル
ムなどのような高分子フィルム、並びに板紙及びコーティングされた紙が挙げられるが、
これらに限定されない。パッケージ材料は、生分解性、再生利用可能、非生分解性、又は
非再生利用可能な材料であってよい。図５の実施形態において、パッケージ１００は、薄
膜材料で形成された可撓性バッグである。パッケージ１００は、複数シートの相互付着又
はそれらの組み合わせによって、単一シートの材料を操作して（例えば折り畳み）形成す
ることができる。パッケージ１００は、ヒートシール、超音波、接着剤、フックアンドル
ープファスナーなど、当該技術において既知の手段によって密閉又は接着されてよい。図
５に図示したパッケージ１００のフィルム材料は、ポリエチレンフィルムである。
【００３４】
　吸収性物品２０を取り出すための開封装置を、パッケージ１００の任意のエリアに提供
してもよい。図５の実施形態において、おむつ２０を取り出すための開封装置１８は、左
サイドパネル１３に提供される。開封装置１８は、使用者がおむつ２０を容易に取り出せ
るように十分な大きさ（例えば長さ）を有することができる。開封装置１８は、当該技術
分野で既知の任意の構造、形、及び寸法を取ることができる。開封装置１８は、左サイド
パネル１３内に延びる脆弱線を含むことができる。脆弱線は、左サイドパネル１３に形成
される穿孔線を含むことができる。脆弱線は、左サイドパネル１３から、頂部パネル１５
及び底パネル１６のような他のパネルに延出してよい。パッケージ１００の２つの側部は
、材料フィルムを密閉することによって形成される頂部ガセット構造物８０を形成するこ
とによって閉じられる。
【００３５】
　パッケージ１００は、第１のパネル３２と、第１のパネル３２に対向する第２のパネル
３４と、を備える。第１のパネル３２は、第１の窓エリア１０２を備える。第１の窓エリ
アを備える第１のパネル３２は、パッケージ１００の任意の場所、例えば、前パネル１１
、後パネル１２、左サイドパネル１３、右サイドパネル１４、頂部パネル１５、又は底パ
ネル１６に設けられてよい。図５の実施形態では、左サイドパネル１３が、第１の窓エリ
ア１０２を備える第１のパネル３２であり、左サイドパネル１３に対向する右サイドパネ
ル１４が第２のパネル３４である。あるいは、前パネル１１を第１のパネル３２とし、前
パネル１１に対向する後パネル１２を第２のパネル３４としてもよい。頂部パネル１５を
第１のパネル３２とし、頂部パネル１５に対向する底パネル１６を第２のパネル３４とし
てもよい。
【００３６】
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　第１のパネル３２は、第１の窓エリア１０２を備える（図５を参照）。第１の窓エリア
１０２は、パッケージ１００に収容されているおむつ２０に設けられた前部５２にある図
形４０を消費者が感知するための「情報伝達の窓」として機能することができる。第１の
窓エリア１０２は光透過率を呈するので、第１の窓エリア１０２を通して前部５２の図形
４０を見ることができる。第１のパネル３２は、紫外線バリアエリア１０４を更に備える
ことができる。「紫外線バリアエリア」とは、紫外線透過を阻止又は低減する、パッケー
ジ１００の表面のエリアを指す。第１の窓エリア１０２は、紫外線バリアエリア１０４よ
りも高い光透過率を呈する。紫外線バリアエリア１０４は、第１の窓エリア１０２よりも
低い紫外線透過率を呈する。１つの実施形態において、第１の窓エリア１０２は、第１の
パネル３２の全面積を占有して、前部５２にある図形４０の大きい視野を提供することが
できる。図５の実施形態において、第１の窓エリア１０２は、紫外線バリアエリア１０４
に囲まれている。
【００３７】
　第２のパネル３４は、第２の窓エリア１０３を備えてもよく（図６及び８を参照）、窓
エリアを備えていなくてもよい（図７を参照）。第２のパネル３４が第２の窓エリア１０
３を備えるとき、第２の窓エリア１０３は、第２のパネル３４内で紫外線バリアエリア１
０４によって囲まれ得る。第２の窓エリア１０３は、光透過率を呈してよい。第２の窓エ
リア１０３は、紫外線バリアエリア１０４よりも高い光透過率を呈する。紫外線バリアエ
リア１０４は、第２の窓エリア１０３よりも低い紫外線透過率を呈する。図６、７、及び
８は、第２のパネル３４の実施形態を図示する。図６の実施形態において、第２のパネル
３４は、図５で図示される第１の窓エリア１０２より小さい第２の窓エリア１０３を備え
、この第２の窓エリア１０３は紫外線バリアエリア１０４によって囲まれる。図７の実施
形態において、第２のパネル３４は紫外線バリアエリア１０４からなり、窓エリアを備え
ていない。この第２のパネル３４は窓エリアを備えていないので、おむつ２０の後部５４
の図形は実質的に見えない。図８の実施形態において、第２のパネル３４は、細長い形状
を有する第２の窓エリア１０３を第２のパネル３４の中央領域１１２に備える。第２の窓
エリア１０３は、パッケージ１００を形成するポリエチレンフィルムの２つの部分が付着
されてシール線８２を形成する、第２のパネル３４の一部分に作られてよい（図９を参照
）。シール線８２を含むエリアを着色剤で被覆しないことにより、２片は互いに容易に付
着できる。図８の第２の窓エリア１０３の幅は、パッケージ１００内の図形４０が外から
実質的に見える程度に、あまり大きくなくてよい。したがって、図８に図示される第２の
窓１０３は、第１の窓エリア１０２のような情報伝達の窓としての機能はしなくてよい。
おむつ２０の後部５４に設けられた使い捨てテープ６７は、第２のパネル３４の紫外線バ
リアエリア１０４によって覆われてよい（図６及び７を参照）。あるいは、おむつ２０の
使い捨てテープ６７は、第２の窓エリア１０３を通して見えてもよい（図８を参照）。同
様に、第１のパネル３２は、シール線８２を含むエリアを備えてもよい。
【００３８】
　第１の窓エリア１０２及び第２の窓エリア１０３（以下、総じて「窓エリア」と呼ぶ）
は、そこを通しておむつ２０の図形４０が見えるように、透明又は半透明であってよい。
図５、６、及び８の実施形態において、第１の窓エリア１０２及び第２の窓エリア１０３
は透明であり、紫外線バリアエリア１０４は不透明である。別の実施形態において、窓エ
リアは半透明であってよく、紫外線バリアエリアは不透明であってよい。更に別の実施形
態において、窓エリアは透明であってよく、紫外線バリアエリアは半透明であってよい。
光透過率及び紫外線透過率は、これら２つのエリアの間で区別される。そうでなければ、
窓エリア及び紫外線バリアエリアは両方とも半透明でもよく、これら２つのエリアは、光
透過率及び紫外線透過率の差異によって互いに区別される。紫外線バリアエリアは、色差
によって窓エリアと区別されてもよい。例えば、紫外線バリアエリアは、光透過及び紫外
線透過を阻止又は低減する暗色を有することができ、窓エリアは、紫外線バリアエリアよ
りも高い光透過率及び紫外線透過率を呈する明色を有することができる。
【００３９】
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　窓エリア及び紫外線バリアエリアは、当該技術分野で既知の任意の手段によって形成す
ることができる。窓エリアは、当該技術分野で既知の透明又は半透明材料（例えば、ポリ
エチレン若しくはポリプロピレンの熱可塑性フィルムのような高分子フィルム、又はフィ
ルムコーティングされた不織布材料などの複合材料）をそのまま又は着色して用いて作製
することができる。紫外線バリアエリアは、光透過率及び紫外線透過率を減らすために透
明又は半透明の材料を着色することによって作製することができる。透明又は半透明の材
料は、例えば印刷によって部分的に着色することができる。１つの実施形態において、透
明又は半透明材料は部分的に印刷され、該材料の残りの部分は印刷されない。印刷された
エリアが紫外線バリアエリアで、印刷されないエリアが窓エリアであってよい。別の実施
形態において、透明又は半透明材料のほぼ全面を印刷して、半透明エリア及び不透明エリ
アを提供することができる。そのような場合、透明又は半透明材料は、窓エリアに相当す
るように半透明になるように部分的に印刷され、該材料の残りの部分は紫外線バリアエリ
アに相当するように不透明になるように印刷されてよい。材料は、グラビア印刷、フレキ
ソ印刷、オフセット印刷、インクジェット印刷などを含む当該技術分野で既知のいかなる
従来の印刷方法又は技術によっても印刷することができるが、これらに限定されない。
【００４０】
　窓エリアは、円形、正方形、矩形、台形、長円形、三角形、楕円形、半円形、扇形、星
型、又は他の任意の形状を取ることができる。図５に図示した第１の窓エリア１０２の形
状は矩形である。図６の第２の窓エリア１０３の形状も矩形である。図８の第２の窓エリ
ア１０３の形状は細長い矩形である。窓エリアは、任意の大きさ又は寸法（例えば、長方
形窓の長さと幅、円形窓の直径）を有することができる。図５の実施形態において、第１
の窓エリア１０２は第１のパネル３２より小さい。第１の窓エリア１０２の幅Ｗは、約４
０ｍｍ～約１００ｍｍであってよく、第１の窓エリア１０２の高さＨは、約４０ｍｍ～約
２００ｍｍであってよい。第１の窓エリア１０２は、第１のパネル３２の総面積の約３０
％～約１００％を占有してよい。第２の窓エリア１０２は、前部５２の図形４０が後部５
４の図形４０よりも見える限り、第２のパネル３４の総面積の約０％～約５０％を占有し
てよい。図８の実施形態において、第２の窓エリア１０３は、第２のパネル３４の狭い面
積を占有する。
【００４１】
　紫外線バリアエリア１０４は、紫外線吸収剤によって付加的に又は代替的に保護されて
もよい。市販されている紫外線吸収剤の例としては、例えば、ベンゾフェノンタイプ（バ
イオソーブ（Viosorb）１１０、バイオソーブ１３０、エバソーブ（EVERSORB）１０、エ
バソーブ１１、エバソーブ１２）、ベンゾトリアゾールタイプ（バイオソーブ（Viosorb
）５２０、バイオソーブ５５０、バイオソーブ５８２、バイオソーブ５８３、バイオソー
ブ５９０、バイオソーブ５９１、エバソーブ（EVERSORB）７０、エバソーブ７１、エバソ
ーブ７２、エバソーブ７３、エバソーブ７４、エバソーブ７５、エバソーブ７６、エバソ
ーブ２３４、エバソーブ７８、エバソーブ８０、エバソーブ８１、チヌビン（Tinuvin）
２１３、チヌビン２３４、アデカスタブ（Adekastab）ＬＡ－３１）、ヒンダードアミン
光安定剤（HALS）（サノール（Sanol）ＬＳ－７７０、サノールＬＳ－７６５、チヌビン
６２２、チャイマソーブ（Chimassorb）９４４、サイアソーブ（Cyassorb）ＵＶ－３３４
６、アデカスタブＬＡ－５７、チャイマソーブ１１９、エバソーブ９０、エバソーブ９１
、エバソーブ９３、エバソーブＳ０２）、安息香酸塩タイプ（バイオソーブ８０、ＳＢ－
ＵＶＡ　６１２）などが挙げられる。
【００４２】
　光透過率の範囲は、窓エリアを通した図形４０の効果的な視野をもたらすことができる
。窓エリアの光透過率は、約１５％～約１００％、又は約２５％～約１００％であってよ
い。窓エリアは、紫外線バリアエリアよりも約２０％超高い光透過率を有してよい。光透
過率を測定する方法は、「試験方法」のセクションで説明される。紫外線バリアエリアの
光透過率は、窓エリアが紫外線バリアエリアよりも高い光透過率を呈する限り、約０％～
約７０％、又は約０％～約５０％であってよい。より低い光透過率は、より低い紫外線透
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過率をもたらす働きをし得る。
【００４３】
　紫外線透過率の範囲は、使い捨てテープ接着剤７０に、紫外線からの効果的な保護をも
たらすことができる。使い捨てテープ接着剤７０は、約１０ｇ／ｍ２以上の坪量を有する
ことができる。紫外線バリアエリアの紫外線透過率は、約０％～約５０％であってよい。
あるいは、紫外線バリアエリアの紫外線透過率は、約０％～約２５％であってよい。紫外
線バリアエリアは、窓エリアよりも約２０％未満低い紫外線透過率を有してよい。紫外線
透過率を測定する方法は、「試験方法」のセクションで説明される。窓エリアの紫外線透
過率は、紫外線バリアエリアが窓エリアよりも低い紫外線透過率を呈する限り、約１５％
～約１００％であってよい。あるいは、紫外線バリアエリアの紫外線透過率は、約２５％
～約１００％であってよい。当業者には容易に理解されるように、より低い紫外線透過率
は、より高い紫外線阻止を意味する。
【００４４】
　パッケージ１００内に収容された複数の吸収性物品２０が外から見られたとき、第１の
パネル３２に面する前部５２の図形４０は、第２のパネル３４に面する後部５４の図形４
０よりも見える。第１の部５２の図形４０は後部５４の図形４０よりも見えるので、小売
店は、第１のパネル３２の側が顧客に面するように吸収性製品１を陳列しようと動機づけ
られる可能性がある。
【００４５】
　前部５２の図形４０が後部５４の図形４０よりも見えるようにするために、第１の窓エ
リア１０２を第２の窓エリア１０３よりも大きくすることができる（図５及び６を参照）
。１つの実施形態において、前部５２の図形４０は第１の窓エリア１０２を通して実質的
に全体が見えてよく、一方、後部５４の図形４０は第２の窓エリア１０３を通して部分的
にのみ見えればよい。第１の窓エリア１０２が第２の窓エリア１０３より明らかに大きい
ことに人が容易に気付くことができるよう、第１の窓エリア１０２は、第２の窓エリア１
０３より少なくとも約２０％、約３０％、又は約５０％大きくてよい。
【００４６】
　あるいは又は追加的に、前部５２の図形４０が後部５４の図形４０よりも見えるように
、第１の窓エリア１０２は、第２の窓エリア１０３よりも高い光透過率を有することがで
きる。第１の窓エリア１０２が第２の窓エリア１０３よりも明らかに高い透明性を有する
ことに人が容易に気付くことができるよう、第１の窓エリア１０２の光透過率は、第２の
窓エリア１０３の光透過率より少なくとも約２０％、約３０％、又は約５０％高くてよい
。第１の窓エリア１０２が第２の窓エリア１０３よりも高い光透過率を有するとき、第１
の窓エリア１０２は、第２の窓エリア１０３と実質的に同じ大きさでもよい。第１の窓エ
リア１０２は、第２の窓エリア１０３よりも高い光透過率を有するのに加えて、第２の窓
エリア１０３より大きくてもよい。
【００４７】
　吸収性製品１は、パッケージ１００と、パッケージ１００内の複数の吸収性物品２０と
、を備える。パッケージ１００は、複数の吸収性物品を収容するための内部空間２を画定
する。各吸収性物品２０の図形４０は、別の吸収性物品２０の図形と同一であっても、別
の吸収性物品２０の図形と異なっていてもよい。図５の実施形態において、複数のおむつ
２０は、パッケージ１００の内部空間２内で圧縮されて１つのスタックを形成する。
【００４８】
　図５及び６の実施形態では、１つのおむつ２０の前部５２及び隣接するおむつ２０の後
部５４が互いに向き合えるように、複数のおむつ２０が並べられる（積層される、整列さ
れる）。複数のおむつ２０は、後部５４に取り付けられた使い捨てテープ６７が同じ方向
を向くように並べられてもよい（積層されてよい、整列されてもよい）。使い捨てテープ
６７すべてが同じ方向を向くように複数のおむつ２０が並べられるとき（積層されるとき
、整列されるとき）、前部５２は第１のパネル３２の方に面し、後部５４は第２のパネル
３４の方に面してよい。側部５８が少なくとも部分的に前部５２と後部５４との間に隠れ
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るようにおむつ２０を折り畳むことができる。
【００４９】
　「見える」とは、視認者が図形的特徴を感知（知覚）できるという意味であってよい。
窓エリアを通した図形の視認性は、図形及び窓の位置、大きさ、及び／又は範囲により左
右される。例えば、パネルの比較的辺縁部に窓エリアが設けられると、窓エリアから図形
が見えない可能性がある。パネルの比較的中央部に窓エリアが設けられると、視認者は窓
エリアを容易に感知できる可能性がある。例えば、窓エリアが十分に大きいと、窓エリア
から図形が見える。そして、窓エリアを通して図形全体が見えると、たとえ窓エリアが比
較的小さくても、窓エリアは図形を見せることができる。
【００５０】
　「図形的特徴」とは、例えば、図形の主要素、図形のデザイン要素などである。
【００５１】
　「主要素」とは、図形の内容を特徴づける、図形の必須部分という意味であってよい。
図形の必須部分は窓エリアを通して見えるが、図形全体は該窓エリアを通して見えないと
き、必須部分は、視認者が視認者に対して図形の内容全体を想像し把握するのを助けるこ
とができる。漫画のキャラクター、人形、ロボット、動物、人間などを含む図形を例に取
ると、たとえ足及び手のような辺縁部が紫外線バリアエリアによって覆われていても、人
はその図形の内容全体を想像し把握することができる可能性がある。図１０の実施形態に
おいて、パッケージ１００に収容された吸収性物品２０は、象の赤ちゃん４９を含む図形
４０を備える。象の赤ちゃん４９の顔部分４６は、第１の窓エリア１０２から感知され得
る。図形の他の部分（例えば、手、足など）が第１の窓エリア１０２を通して見えないと
しても、図形４０が象の赤ちゃん４９を含むことを視認者が想像し把握するのを顔部分４
６が助ける限り、図形４０の内容は識別可能であるので、顔部分４６は主要素であり得る
。
【００５２】
　用語「デザイン要素」とは、図形の特徴的な要素という意味であってよい。例えば、図
形４０が連続模様を含むとき、連続模様の一部が窓エリアを通して感知可能であれば、視
認者は該連続模様の他の部分を把握し想像することができる。連続模様としては、例えば
、水玉模様、ストライプ、ファブリックデザイン、風景などが挙げられる。図５の実施形
態では、たとえ図形４０全体は第１の窓エリアを通して見えないとしても、人は第１の窓
エリア１０２を通して図形４０の一部を見ることによって、おむつ２０が水玉模様の図形
４０を備えていることを想像し把握することができる。図６の実施形態では、第２の窓エ
リア１０３が小さ過ぎるので、人は後部５４の図形４０全体を想像し把握することは難し
いと感じる可能性がある。図７の実施形態では、第２のパネル３４には窓エリアがなく、
後部５４の図形４０はパッケージ１００の外から見えない。図８の実施形態では、第２の
窓エリア１０３が狭いので、人は第２の窓エリア１０３を通して図形４０の一部を見るこ
とによって図形４０全体を想像し把握することは難しいと感じる可能性がある。
【００５３】
　複数の吸収性物品２０を収容するパッケージ１００を外から見たとき、前部５２の図形
４０は、後部５４の図形４０よりも見える。「～よりも見える」とは、１つの図形の図形
的特徴（例えば、主要素及び／又はデザイン要素）が別のものよりも視認者によって感知
可能（知覚可能）であるという意味であってよい。図５を参照すると、吸収性製品１は、
前部５２が第１のパネル３２と接触するおむつ２０Ａと、後部５４が第２のパネル３４と
接触するおむつ２０Ｂと、を備える。おむつ２０Ａの前部５２の図形４０がおむつ２０Ｂ
の後部５４の図形４０よりも見えるようにするために、前部５２の図形４０の主要素及び
／又は図形４０のデザイン要素は、後部５４の図形４０の主要素及び／又はデザイン要素
より感知可能であってよい。図５及び６の実施形態において、図５に図示した第１の窓エ
リア１０２は、図６に図示した第２の窓１０３より大きい。前部５２の図形４０の主要素
及び／又はデザイン要素（図５を参照）は、後部５４の図形の主要素及び／又はデザイン
要素（図６を参照）より感知可能であってよい。結果として、前部５２の図形４０は、後
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部５４の図形４０よりも見える。また、図５及び７の実施形態において、図５に図示した
第１のパネル３２は第１の窓エリア１０２を備え、一方、図７に図示した第２のパネル３
４は窓エリアを備えていない。前部５２の主要素及び／又はデザイン要素は感知可能であ
り（図５を参照）、一方、後部５４の主要素及び／又はデザイン要素は感知可能でない（
図７を参照）。したがって、前部５２の図形４０は後部５４の図形４０よりも見える。更
に、図５及び８の実施形態において、図８に図示した第２のパネル３４は、細長い形状を
有する第２の窓１０３を備えており、図形４０の主要素又はデザイン要素を感知すること
が視認者にとって難しい可能性がある。これに対し、図５に図示した第１の窓１０２は非
常に大きいので、第１の窓エリア１０２（図５を参照）を通して見られる前部５２の図形
４０の主要素及び／又はデザイン要素は、第２の窓エリア１０３（図８を参照）を通して
見られる後部５４の図形４０よりも感知可能であり得る。したがって、前部５２の図形４
０は、後部５４の図形４０よりも見える。
【００５４】
　使い捨てテープ６７は、おむつ２０の後部５４に設けられる。図５の実施形態において
、複数のおむつ２０がパッケージ１００に収容され、それらの使い捨てテープ６７は全て
同じ方向を向いて第２のパネル３４に面してよい。おむつ２０Ａの前部５２は第１のパネ
ル３２に面しているので、おむつ２０Ｂの後部５４は第２のパネル３４に面する。図５に
図示したおむつ２０Ｂの使い捨てテープ６７は、第２のパネル１４に面する（図６、７、
及び８を参照）。第２のパネル３４に面する使い捨てテープ６７は、紫外線バリアエリア
１０４によって更に覆われてよい。使い捨てテープ６７は、第２の窓エリア１０３に少な
くとも部分的に面してよい。
【００５５】
　図１１は、店舗の外の吸収性製品１の陳列の実施形態を図示する。図１１に図示した吸
収性製品１の第２のパネル３４は、図８に図示したものと同じである（第２の窓エリア１
０３が細長い形状を有する）。前部５２の図形４０は、後部５４の図形４０よりも見える
。前部５２の図形４０の視認性は、吸収性製品１を購入するように消費者の気持ちを傾け
ることができる。したがって、小売店は、第１のパネル３２の側（すなわち、前部５２の
図形４０）が消費者に面するように吸収性製品１を陳列しようと動機づけられ得る。消費
者の方に面している第１のパネル３２は、陳列の様子によって紫外線を受ける場合がある
。使い捨てテープ６７は第１のパネル３２に対向する第２のパネル３４に面しているので
、使い捨てテープ６７は、より少ない紫外線を受けることができ、使い捨てテープ６７は
、より少ない紫外線の影響を受けることができる。使い捨てテープ６７が紫外線から保護
されるので、例えば、たとえ日よけが得られない店舗の外に陳列されて長期間紫外線に曝
されても、吸収性物品の外観及び品質は維持（例えば、変色、硬化、接着能力の損失など
から保護）される。
【００５６】
　試験方法
　このセクションは、シート材料の光透過率及び紫外線透過率を測定する方法を説明する
。
【００５７】
　１．光透過率
　この測定では、実験に望ましい光源を採取するために、ＵＶ－ＶＩＳ－ＮＩＲ分光光度
計（島津製作所製ＵＶ－３６００）を用いる。このＵＶ－ＶＩＳ－ＮＩＲ分光光度計は、
ハロゲンランプを有する光源と、サンプルホルダと、分光計と、光電子倍増管及びＩｎＧ
ａＡｓ光ダイオード及びＰｂＳセルからなる検出器装置と、コンピュータと、を含む。光
源を、サンプルホルダの一方の側から離して置き、同時に、検出器は、光の通路にサンプ
ルホルダのもう一方の側から離して置く。
【００５８】
　測定では、ハロゲンランプを点灯する。サンプルシート材料は、サンプルホルダによっ
て保持され、ハロゲンランプが放射する光を有効測定エリアに受ける。光はサンプルシー
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トを透過し、検出器に到達する。次に、サンプルの光量（Ｖｓ）及びサンプルなしの参照
光量（Ｖｒ）を検出器で測定し、コンピュータで記録する。このプロセスを１つのサンプ
ルシート材料について少なくとも３回繰り返し、平均光量値（Ｖｒａｖ及びＶｓａｖ）を
コンピュータで計算及び記録する。次に、コンピュータは、次式により光透過率（ＬＴ）
を計算する。
　ＬＴ（％）＝（Ｖｓａｖ／Ｖｒａｖ）×１００－－－（Ｉ）
【００５９】
　２．紫外線透過率試験
　この測定は、ＵＶ－ＶＩＳ－ＮＩＲ分光光度計（島津製作所製ＵＶ－３６００）を用い
て前記光透過率試験と同じ方法で行われるが、この測定では、波長範囲が２５０ｍｍ～４
００ｍｍの紫外線を採取する。紫外線透過率は、３４０ｎｍの波長で測定される。
【００６０】
　本明細書で説明した実施例及び実施形態は例示の目的だけであって、様々な修正又は変
更が、本発明の範囲から逸脱することなく、当業者によって想起されるであろう。
【００６１】
　本明細書に開示される寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳しく限定されるものと
して理解されるべきではない。それよりむしろ、特に規定がない限り、こうした各寸法は
、列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲との両方を意味することを意図されて
いる。例えば、「４０ｍｍ」として開示した寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意
図したものである。
【００６２】
　あらゆる相互参照又は関連特許若しくは特許出願を含む、本明細書に引用される文献は
全て、明白に除外さもなくば限定されている場合を除いて、本明細書中にその全容を援用
するものである。いずれの文献の引用もこうした文献が本明細書中で開示又は権利請求さ
れる任意の発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、また、こうした文
献が、単独で、あるいは他のあらゆる参照文献との組み合わせにおいて、こうした発明の
いずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するものでもない。更には、本
文書における用語のいずれかの意味又は定義が、援用文献における同一の用語のいずれか
の意味又は定義と相反する限りにおいて、本文書においてその用語に与えられた意味又は
定義を優先するものとする。
【００６３】
　本発明の特定の実施形態を例示し記載してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱する
ことなく、他の種々の変更及び修正が可能であることは、当業者にとって明らかであろう
。したがって、本発明の範囲内にあるような全ての変形及び修正は、添付の特許請求の範
囲に包含されるものとする。
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